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     ―「比較 」 と 「繰 り返 し」 のモチ ー フをめ ぐって―
                         片 桐 智 明
 本稿で扱 うヨーゼフ ・ロー トの代表作,rラ デツキー行進曲』がその題名をか
りてきている著名な行進曲は,言 うまでもなく,今 日でもなおかつてのオース ト
リア帝国を象徴する音楽であ り,毎 年恒例のウィーン・フィルの新年を祝 うコン
サ― トでも常に演奏され愛され続けている音楽である。いわんや ロー トがこの作
品を発表 した1930年 代においては,瓦 解し,無 数の小国に分裂 したかつての広大
なオ―スrリ ア=ハ ンガリー帝国に対する記憶は新 しく,そ の過去の日々をこの
題名か ら鮮やかに蘇 らせた人々は数知れなかったであろ う。そのような時代之
ロー トがこの作品にこのようなタイ トルをつけた意気込み とこだわ りは,推 して
測ることができるだろう。
 R一 トはこの作品を新聞紙上で発表開始するにあたって1),『私の小説rラ デツ
キ―行進曲』への緒言』2)として寄せた文章の冒頭に次のように書いている。
 歴史のおそろしい意志が私の古い祖国,オ ース トリアeハ ンガリー君主国を粉
 砕 した。(874)
 この 『緒言』の中でR一 トは作品のテーマ,作 品を書 く動機に関 して,歴 史を
体験した人物としての立場,す なわち,歴 史という劇の中の登場人物としての立
場と,3)そ の歴史を描 く小説の作者 としての立場,あ るいは,歴 史 という劇を批
判的に観る観察者 としての立場と4)を混ぜ合わせて語っている。 ロー トの拠 って
立つこの立場は微妙な均衡の上に成 り立っている。それは,作 者自身が作中人物
たちとの同時代性を意識することによって,歴 史をその内部 と外部から同時に見
渡すことを可能にする立場と言えるものである。 この 『緒言』によれぽ 『ラデツ
キー行進曲』の中でロー トは,無 情な歴史の歩みが呑み込み踏み潰していく個人
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の生,個 人を巻き添えに したオ―ス トリア=ハ ンガリー君主国の世界の崩壊のプ
ロセスを描き出すことを主題 としている。 ロー トの立つ微妙な立場はロ― トの語
り方 と物語の構成にそのまま反映 している。
 G― トは彼の語 りの中心に トロッタ家とい う一族を選んだ。そして歴史の展開
に同期 した彼らの生を描いた。 しかしロー トの語 りは時として,彼 らの生の中に
過度に没入 して しまう。それはロー トがrラ デツキー行進曲』に付けた 『緒言』
の中で,自 らの体験に触れ,そ の体験を基盤にしてかつての君主国を語ってしま
う,語 らねぽならなかったことにも現れている。またこの作品を厚 く包み,魅 力
的なものとしている深い憂愁の気分は,か つて栄華を誇ったこともある君主国の
崩壊の過程そのものよりも,そ の世界の中で満たされることなく生を送らねぽな







はまさにこの登場人物たちの体験そのものだったのである。 ロ― トはr緒 言』の
結びに次のように書いている。
 過ぎ去 りゆ くもの,吹 き飛ばされゆ くものから,記 憶すべきものそ して同時に
 人間的に特徴的なものをしっか り捉えることは作家の義務である。作家は,歴
 史が,ど うやら盲 目的にそして軽率に,没 落させる個人の運命を拾い上げる使
 命を持っているのである。(875)
 さて,本 稿の目的は,rラ デツキー行進曲』に特徴的なモチーフに着 目し,そ
こに描き出されている,ロ ― トの関心の的であった 「個人」の人物造形と彼らの
体験の描かれ方について考察 していくことにある。またその過程で上に述べたよ
うなものとしてこの作品におけるロー トの語 りの立場を捉えると,登 場人物たち
の描かれ方 と彼 らの体験の描かれ方,す なわち,「個人の運命」を通 して,ロ ー
トが捉えた歴史と世界の一面が垣間みえるはずである。
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           1.「 比較」 と 「繰 り返 し」
 本稿ではすでに論題 として示 したように,「比較」 と 「繰 り返 し」 とい う二つ
のキーワー ドを中心に論を進めてい く。結論から先に言ってしまえぽ,『 ラデツ
キー行進曲』 という物語はさまざまな形での 「比較」や 「繰 り返 し」に満ちてい
る。6)それは主に祖父と孫 とい う二つの人物類型の間の関係に集約され,孫 の視
点からの祖父との 「比較」,祖 父の行為の 「繰 り返 し」 として現れているのであ
る。
 本稿では主に孫のカール ・ヨーゼフと祖父の ソルフェリーノの英雄 との間にあ
る関係を通 して,カ ール ・ヨーゼフの生 と彼にとっての世界を見ていくことにな
るが,ま ず,孫 カール ・ヨーゼフによって行われる祖父との 「比較」のひな型と
見なすことのできる一つの 「比較」を見ておきたい。それはヨーゼフ ・トロッタ
がかつて皇帝の命を救 ったときの(国 家の視点から見た)英 雄的行為の顛末を描
いた,ま だ幼い息子 フランツの読本の教科書を読み,憤 った彼の次の言葉に現れ
ているものである。
 「わしが濫用 されたのだ」(中 略)「濫用とはどんな具合に」と法律家はたずね
 た。「わ しはいまだかつて騎兵隊につとめたことはない」(後 略)(146)
 もちろんここには直接的な 「比較」の表現などあ りは しない。しかし,ソ ルフ
ェリーノの英雄は明らかに,子 供向けの読本に描かれていた彼の姿と,彼 自身の
実際の姿を 「比較」 しているのである。彼は,そ こに描かれていた現実の自分 と
は違 うものに憤 り,彼 自身の虚像の出現に対 して抵抗 したのである。
 また この第一章にはもう一つ 「比較」 という言葉によって捉えることのできる
ものがある。それはヨーゼフ ・トロッタが晩年に手に入れた彼の肖像画Y`関 して
である。彼はその肖像画をためつすがめつ して見る。
 彼は ようや く今になって自分の顔 というものを知ったのだった,彼 はときどき
 自分の顔 と無言の対話を交わ した。それは彼の うちに今までついぞ知らなかっ
 た想念,思 い出,捉 えがたいすぼや く消えてしまう物悲 しさの影を呼び覚まし
 た。彼はは じめて,老 年の始ま りと自分の大きな孤独を経験するために,描 か
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 れた ものを必要 とした のだ った。絵 の描 かれ たカ ンバ スか ら,そ れ ら,老 年 と
 孤独 とが,彼 に向か って押 し寄せて きた。 いつ も こん なだ ったろ うか,と 彼は
 自問 した。いつ もこんなだ っただろ うか。(153f)
 ここでは彼は 自分 自身 を捉 え直すために,自 らを描いた 肖像画 と自分 自身 を見
比べ るのであ る。 こ こではも う自分の現実 の姿 も偽 られた姿 もない。 自分 の顔 と
肖像 の顔 とを明らか に 「比較 」 してはい るが,「 比較 」に よって生み出 され る何
らかの差異はす でに問題 では な く,捉 えがたい 自分 の本当の顔,老 年 と孤独 とい
う自分の歩 んで きた人生 の中に埋 もれ てい こうとしてい る本来の姿 を見つめ てい
るのであ る。 ここにおい て 「比較 」はその本来 の機能,す なわち差異 の顕在化 と
い う機能を失 って しまってい るとも言 えるだ ろ う。そ して 「比較」 は差異 ではな
く,む しろ統一 された もの,具 体的に言 えぽ,年 老 いた ヨーゼ フ ・トRツ タの 自
己像を生み出そ うとす る力場にな っている と言xる だ ろ う。
 ここに挙 げた ヨーゼフ ・トロッタの二つ の 「比較」の例では どちらも,い わぽ
分裂 した 自分 の姿,統 一 され ていない 自分 の姿 を,照 ら し合わせ,「 比 較」す る
ことに よって捉 え直す とい う行為 が行われてい ると言え るだろ う。 とい うのもこ
の第一章 においてヨ―ゼ フ ・トロ ッタは 「ソル フェ リーノの英雄」や 「ス ロヴ ェ
ニアの小百姓」 とい った複数 の呼称を用いて描かれ,い わぽ ヨーゼフ ・トFッ タ
とい う一 つの名前を帯びてはい るが,複 数の相に分かれている人物 と して描かれ
てい るのである。そ して この ヨーゼフ ・トロッタが抱えている自己像の分裂 と分
裂 した像か ら統一を作 り出そ うとす る試み,す なわち 「比較」 が(も っともカー
ル ・ヨ―ゼ フの場合,自 分に対す る祖父 とい う新たな要素 が加味 されて くるのだ
が),後 にな って孫 のカール ・ヨーゼ フに繰 り返 され ることにな るのである。
 次に,「 繰 り返 し」 とい うのは,端 的に言えぽ第一章 を この物語全体 の原型 と
して読 む ことによって,必 然的に生 じて くる考え方である。つま り,ソ ル フ ェリ―
ノの英雄 の孫,カ ―ル ・ヨーゼ フの人生は祖父の人生の(こ う言 ってよければ)
出来の悪 い 「繰 り返 し」 であ る,と 言え る。7)
 もっとも明瞭な 「繰 り返 し」 の例を次に挙げ よ う。 これ はカール ・ヨーゼ フが
所 属 している連隊の駐屯地 の近 くで起 きた労働者 の暴動 でカール ・ヨーゼ フが負
傷する場面 であ る。
 明 らか に無意味な偶然 が ソル フェリーノの英雄 の孫 に も鎖骨 の負傷を授けたの
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 である。(つ いでながらもしかすると皇帝は別かも知れないが,生 きている者
 は誰一人として トRッ タ家の興隆がソルフェリーノの英雄の鎖骨の負傷に負っ
 ていることを知 りようがなかったであろう。)(338)
 ここでは 「無意味な偶然」 としながらも,語 り手と読み手にとって明らかに意
味がある作為によって,英 雄の負傷が英雄の孫に繰 り返されている。そ してご丁
寧に語 り手自身がそのことを読み手に思い出させるように注釈を付けてくれてさ
えいる。読者はこの語 り手の親切心に注意を向けねぽならないであろう。
 また,こ の物語は上の例のような 「繰 り返 し」とはまた違 う位相で論 じられる
べきさまざまな形での 「繰 り返 し」に満ちている。
 それは,例 えぽ,時 の刻みのように規則的な郡長の日々の生活や,駐 屯地での
兵たちの生活,毎 週日曜日ごとの軍楽隊の演奏に現れている。そ してその中でも
最たるものが 『ラデツキー行進曲』のメロディーなのである。
              2.相 似 と相違
 『ラデツキー行進曲』の主人公カール ・ヨーゼフ,ソ ルフェリーノの英雄の孫
である彼と英雄その人 との関係は,こ の小説の主筋の一つを構成しているもので
あ り,終 始この二人の間の関係を軸として物語が進展 してい くと言 うこともでき
る。この関係はたとえぽ第一部第三章では次のようなかたちで示される。
 「すべてが順調に行 くことを願 っているぞ。おまえはソルフェリーノの英雄の
 孫だ。そのことを忘れるな,そ うすれば何事 も起 こりようがないのだ。」 陸
 軍大佐 も,す べての教官 も,す べての下士官もそのことを忘れてはいなかった,
 だか ら本当にカール ・ヨーゼフには何事も起こりようがなかったのである。馬
 に乗るのは優秀ではなかったし,地 形学も不得意であったし,三 角法 ときたら
 か らっきしダメだったにも関わ らず,彼 は 「立派な席次」で試験に合格 し,少
 尉に任官 し,第 十槍騎兵連隊に配属されたのである。(169)
 もちろん ソルフェリーノの英雄の騎乗技術や地形学や三角法の理解の度合いが
引き合いに出されているわけではないが,カ ール ・ヨーゼフという人物が常に皇
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帝の命を救 ったソルフェリーノの英雄の孫である人物 としてアイデンティファイ
されていることを示 している。もっともこの時点では英雄の孫 と英雄の関係はま
だ明瞭な 「比較」 というかたちで提示 されてはいない。またここでは単にカール
・ヨーゼフに関する事実のみ しか語られておらず,そ れに対 してカール ・ヨ―ゼ
フがどのような意識を持ち,ど のような態度をとったかは語られてはいない。
 語 り手がこの二人の間にはっきりと明示された形での相互の 「比較」の対象 と
い う概念を持ち込むのは,父 フランツの古い友人,か つて英雄の肖像を描いた画
家の観察を通 してである。それが他でもない画家の 目による観察 ということが大
きなポイントになることは言 うまでもない。
 「すごいな,ソ ルフェリーノの英雄にそっくりじゃないか。ちょっと優 しいだ
 けでな。鼻が弱々しい。 口元 も優 しい。 しか し時がたてぽ変わるものな...」
 (176)
 もちろんこの画家の観察は孫のカール ・ヨーゼフと祖父ヨーゼフとの外見に関
する 「比較」にすぎない。 しかし画家の観察眼とい うものが時に,単 なる外面の
観察にとどまることな く,対 象の内面に深 く切 り込むことがあると言 う,読 者の
もつ一般的な通念によって,そ こにおいて用いられる二つの形容,「優 しい」と
「弱々しい」 という表現が単にカ―ル ・ヨーゼフの外見上の特徴にとどまるもの
ではないという印象を与えるのに成功 し,な おかつ語 り手による一方的な観察の
披渥以上の信愚性を読者に与えることにも成功している。
 まず最初に 「そっくり」であるとしておきながら,二 の句,三 の句と続 くにつ
れ,二 人の間の違いを指摘 していく。言葉を継 ぐことによって,違 いばか りが強
調されていくのである。そしてそれもただ違 うと言 うのではなく,祖 父に比べて
孫が 「弱々しい」とい うことを明示するのである。そして最後にくる 「時がたて
ぽ」は,孫 が現在の時点では祖父 とは似ているとはいっても明らかに違 うが,い
つかは祖父の英雄のような人物になるかもしれない(ま た,そ うはならないかも
しれない)と して可能性だけを提示 し,こ の比較をこの後の物語の展開に委ねる
のである。
 画家は観察 し,画 家の知っている英雄と眼の前にいる英雄の孫とを明らかに見
比べている。そ してその二人の面影の間に確か?相似点を見いだすが,そ の二人
の間に明らかな違いを指摘する。孫は英雄の再来,す なわち,「繰 り返 し」のよ
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うに見え るが,実 際 は 「繰 り返 し」ではない ことを看破す るのであ る。 つま り,
一見両者の間の相似 を指摘 してい るよ うに見えなが らも,む しろその実,両 者の
間の相違 を明確 に し,そ の相違を これか ら語 られ るであ ろ う物語の下地 として示
しているのである。
 また別 の形 でこの 「比較」 と決 っして同 じものとはな らない 「繰 り返 し」のモ
チ― フが鮮 明に浮か び上が る箇所 があ る。 それはた とえぽ娼 家の暖炉 の上 の皇帝
の肖像 を カール ・ヨーゼ フが救 出す る箇所 である。 とい うの もカール ・ヨーゼ フ
に可能 であ った皇帝 の救出は,帝 国中に無数 にぼ らまかれた皇帝 の肖像,す なわ
ち,皇 帝の 「コピー」の救出にす ぎず,決 して 「コピー」に対する 「オ リジナル」
の,本 物 の皇帝 の救出 と等価 た りうる ものではないか らであ る。 また,カ ール ・
ヨーゼフ と従卒 オヌブ リィの関係 に対 して,英 雄 と召使 いジ ャックの関係 も,同
様 にこの ような似て非な る 「繰 り返 し」 としての特徴 を有 していると言xる だろ
う。
 ここで本稿で用い る 「比較」 と 「繰 り返 し」 とい う言葉を確認 してお く必要が
あ るだ ろ う。言 うまでもないこ とだが一般に この二語は ともに,た とえぽAとB
とい う二つの ものあるいは こ との間 の関係を語 る ときに用い られ るものである。
これ ら二 つの概念 とも本稿では,当 然の ことながらカール ・ヨ―ゼ フとその祖父
とを中心 に見るため,カ ール ・ヨーゼ フに対 して半ぽ呪誼的に響 き続ける祖父の
存在 と偉業,そ してそれに対 す る,カ ール ・ヨーゼ フの存在 のあ り方 と行為 の間
の関係 を指す もの として用い る。 しか しそれは決 してこの トRッ タ家の祖父 と孫
の間にのみに限定 され るものではない。後 に も触れ るが,ト ロッタ家 の祖父 と孫
の関係 は,ド ク トル ・デ ーマ ン トとホイ ニツキー伯爵のそれぞれの祖父 に対す る
関係 とい う二つ のヴ ァリエ ーシ ョンを伴 っているか らであ る。
 さて,カ ール ・ヨーゼ フは英雄 の息子 である父に命 じられた よ うに,お りにふ
れ祖父 の存在を思い起 こす。彼 が祖 父を思い起 こす こと,た だそれだけですでに,
彼 と祖父 の間には 「比較」 の関係 が成立 して しま うことにな る。そ してその 「比
較」は祖 父 と自分 の間に確かに存在す る相違 を解消す ることを 目指 していなが ら,
先に引用 した画家モ ーザ―の観察 に も現れ ていたの と同 じく,相 似 を求め ること
に よってむ しろ相違 が強調 され て くる とい う皮肉が現 れて くるのである。
 一方 「繰 り返 し」 につ いて言 えぽ,ハ ープス ブル ク君主 国 とい う世界の支柱 で
あ る皇 帝を救 ったほ どの英雄 であ る祖父の人生 と行為 に対 して,カ ール ・ヨーゼ
フの実際の行為 は,常 に未然に行われ ることが妨 げ られた 「繰 り返 し」 として現
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れて くる。つ ま りここで言 うカール ・ヨーゼ フの行い うる 「繰 り返 し」 とは,意
図 され は したが結果的に完全 には決 して成功 しない,つ ま り失敗す る 「繰 り返 し」
であ る。
 では この ように確認 した上 で章 を改めて,カ ール ・ヨーゼ フとそ の祖父の間に
あ る 「比較」 と 「繰 り返 し」 につ いてさらに深 く立ち入 って考察 してみ よ う。
            3.カ ー ル ・ヨーゼ フ
 すでに引用 した よ うに,常 人 よ り鋭 い観察眼を もっている と思われ る画家 の眼
に よって権威づけ られた,外 見上 の二人の類似 と内面的な相違 は,カ ール ・ヨ―
ゼ フの軍人 としてのキ ャ リアの開始 とともに,カ ール ・ヨーゼフ自身に,ま た読
者に も鮮 明に語 り明か される ようになる。それは カール ・ヨーゼフの感傷 として
次 のように語 られ る。
 フ ォン ・トロッタ男爵であ るカール ・ヨーゼ フに とって馬 などは ど うでも良か
 った。 ときどき彼には 自分 の中に先祖の血が感 じられ ることがあった。彼 らは
 騎士な どではなか った。(中 略)祖 父の父 もまだ百姓 であった。 ジポ ー リェと
 い うのは彼 らの出た村 の名前だ った。 ジポ ー リェ,こ の名称 にはそん な古 い謂
 れがあ ったのだ。そんな ことは今 日ではス ロヴェニア人 に もまず分か らな いこ
 とだ った。 しか しカール ・ヨーゼフは 自分はその村を知 っているのだ と信 じて
 いた。喫煙室 の装飾天井の下 にぼんや りとかすんで掛かっている祖父の 肖像の
 ことを考 えると,そ の村 が見 えたのである。それ は未知の山hの 間にた たず み,
 未知 の太陽の輝 きの もとに,粘 土 と藁のみすぼ ら しいあぼ ら屋を抱えていた。
 美 しい村。や さしい村。 その村 と交換な ら将校 としてのキ ャリアをなげ うって
 もよか った。
  ああ,自 分は百姓 ではないのだ。 自分は男爵であ り,槍 騎兵勤務の少尉なの
 だ。他の人 々の よ うに町中に 自分の部屋を持てないのだ。(193)
 ここでは カ―ル ・ヨーゼ フは,英 雄であ り,か つ農夫 でもあった祖父をあ こが
れ をもって想起 してお り,ま た幻想の中で祖 父 と同一化 しているかの よ うであ る
が,そ の想起は即座 に現在 の 自分 との対比に結 び付け られ,さ らにその結果,嘆
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きに と変わ る。 まるで現在 の 自分 が男爵 であ り,槍 騎兵連 隊勤務 の少尉である こ
とに よって,本 来 もっているはず であ った美 しい村 での生活 を取 り上げ られた と
で も言 うかの ようであ る。祖 父の英雄 はそれに対 して,つ ま り,美 しい村での生
活を失 った不完全な 自分 に対 して,郷 里 の大地に結 びつ いた完全 な人物 として思
い起 こされ てい ると言え るだろ う。 また別 の観点か らみれ ぽ,祖 父は祖先の農夫
たち との連鎖を保ち続けている過去 の一部 として現れ ている とも言え る。
 この後,繰 り返 し語 られ るカ―ル ・ヨーゼ フに よる自分 自身 と祖父 との比較 に
は,常 にあ こがれ と感傷がつ きま とつてい る。これ らの比較 における対立項には,
現在 と過去,不 完全 と完全,実 現不可能 と実現 と言 った ような レッテル張 り,総
括が可能 である。 もう一つ例 として引用 してお こう。
 途方 に暮れた よ うにカール ・ヨーゼフはほほえんだ。ぼ く以外 のものだ った ら,
 と彼 は考 えた,こ んな時何か愛想 の言葉の一 つで もかけたやれただろ うに。彼
 の後を オヌブ リィがつ いて くる様は感動 的だ った。実 の ところ彼 はオ ヌブリィ
 のことを今 まで一度 も よく見た ことがなか ったのであ る。彼には名前 を覚 えら
 れないでい る問は顔を じっ と眺め ることもで きなか った。 まるで毎 日の ように
 従卒が変わるかの ようだ った。他の連中 ときた ら自分の従卒の ことをまるで女
 や,服 や好物 や馬 について しゃべ るよ うな調子で いかに もわ きまえた 口ぶ りで
 しゃべ っているのに。 カール ・ヨーゼ フは,話 が召使いの ことになる と,家 の
 老 ジャ ックの ことを,祖 父にだ って仕 えたこ とのあ る,老 ジャ ックのこ とを思
 い浮かべ るのだつた。老 ジャ ック以外 の召使 いは この世にいないのだ。今 オヌ
 ブ リィは彼 の前 に月の光に照 らされた国道 の上に,胸 郭を大 きく膨 らませ,ボ
 タンを きらき らさせなが ら,ぴ かぴかに磨 き上げ られた長靴 を履 き,平 べ った
 い顔 に,少 尉 に会 えた喜び を一 生懸命 に隠 して立 っていた。「休 め」 とカール
 ・ヨーゼ フは言 った。
  で きる ことなら何かや さしい言葉 をかけてや りたか った。祖父だ った らジャ
 ックにそ うした言葉をかけてや っていただろ う。(197)
 「祖父 であった らで きたであろ う」 とい う思いは,軍 人 としてのカール ・ヨー
ゼ フに対 して呪縛の よ うに機能す る。 この とき,実 際に ソル フェリーノの英雄 が
それを行 うことがで きたか どうかが問題にな ることは決 してない。ただ カール ・
ヨーゼ フには,祖 父の英雄 であれば できたであろ うと思われ るとい う,一 方 的な
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思い こみが重要であ るのは言 うまでもない。8)
 比較 の対象が現実に存在す るのでは な く,た だ観 念の中に存在す るとい うこと
に,カ ―ル ・ヨーゼ フが陥る危機 の最大の問題 点がある と言 える。
 カール ・ヨー ビフの 自我 は,自 分を ソル フェ リーノの英雄 の孫 として同定 する
事 に よって形成 され てい る。 ところがその ソル フェ リー ノの英雄の姿は,英 雄 自
身 とは決 して同一の ものではな く(あ るいは,同 一 の ものであ る必要 はな く),
彼 がイメージす る祖 父であ り,英 雄 自身が否定 しよ うとした教科書の中の理想的
な存在に類す るものなのである。9)
 カール ・ヨーゼ フが首筋 に感 じる 「祖父の暗い神秘 的な眼差 し」(198/247)は,
父 の家の喫煙室の薄暗が りに掛か っている祖父 の肖像画か ら発す るものに他 な ら
なず,決 して祖 父そ の人 が彼を見つめているわけ ではないのであ る。
 この よ うにただ観念 の中に存在 し,自 分 自身の理 想像に限 りな く近づけ られた,
とい うよ り,理 想像そ の ものであ る過去 の祖父 と対比 した 自己の現在 は,英 雄 で
ある祖父 の どうしようもな く出来の悪 い 「繰 り返 し」,ぼ やけた 「コピー」 に他
ならない。 そ して,祖 父 にで きた ことと自分にで きない ことを対比 して感 じれば
感 じるほ ど,彼 は彼 のおかれた世 界の中で,祖 父の行為の再現 す らできない自分
自身の不能性 と,も っぱ ら祖父 とい う過去を指向 した彼の世 界の閉塞を痛感 させ
られ ることになる。
 カール ・ヨーゼフ と連隊付 き医官の ドク トル ・デ ーマ ン トとの会話に よって,
この ことは よ りはっき りと語 られ る。 ドク トル ・デ ーマ ン トは,カ ール ・ヨーゼ
フとの相応 をはっき りと示すために,ユ ダヤ人の居酒屋の主人 であった祖父 の影
を背負 って登場す る。次の引用はす でに上で触れた カール ・ヨーゼフが娼家 の暖
炉 の上 か ら皇帝 の肖像画を救 出す る場面であ る。
 彼はカ ・ール ・ヨーゼ フが皇 帝の肖像画を隠 したポ ケ ットを指 さ した。お じい さ
 ん も皇帝 を救 ったんだな,と ドク トル ・デーマ ン トは考 えた。 カール ・ヨ―ゼ
 フは赤 くなった。 「ひどいです よ」 と彼 は言 った。「どう思 いますか。」「何 も」
 ドク トルは答えた。「ただあなた のお じい さんの ことを思い出 しただけです」「ぼ
 くは ソル フェ リーノの英雄 の孫 です」 とカール ・ヨーゼ フは言 った。「ぼ くに
 は陛下をお救いす る機会 があ りません,残 念な ことに」(209)
 カール ・ヨーゼ フに とって不幸 なことは,言 うまで もな く,彼 が救 うことので
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きるのは,す でに皇 帝その人 ではな く,帝 国中に何万枚 とな くぼ らまかれた皇帝
の肖像 画で しかない とい うことである。「コピー」が救 うこ とのできるのは,所
詮,「 コ ピー」 で しか ない とい うことが,こ の情景の皮肉 な物悲 しさを よく顕 し
ている。そ して重要 な ことは,カ ール ・ヨーゼ フが 自分 には 「オ リジナル」 の皇
帝を救 い出す機 会が与 え られ てい ない と知 りなが らなお,そ の機会を求めている
ことであ る。
 一見す ると繰 り返 され てい るよ うに も見える皇帝 の救 出劇は,単 にその ように
見え るだけで,カ ―ル ・ヨーゼ フ自身に もその 「繰 り返 し」 の試みが,意 図の中
にあ るだけで,何 一 つ実現 してい ない ことが明 らか なのであ る。
 この よ うな カール ・ヨーゼ フの,自 己を否定す るぽか りの 「比較」 と成就 しな
い 「繰 り返 し」 とい う袋小路か ら脱出す る道 を示す のは,や は り,似 た者 同士 と
して導 きいれ られた カール ・ヨーゼ フと 「兄弟 のよ うな」 ドク トル ・デーマ ン ト
であ る。lo)
 ドク トル ・デ ―マ ン トとカール ・ヨーゼ フの間の親近性 は次の ように語 られ
る。
 「こんなにた くさんの死者 がい るんだ よ」と連 隊付 き医官が言 った ものだ った。
 「君 も死者 に よってわれわれ が生 きていると感 じることはないか い。」 「ぼ くは
 祖 父に よって生 きてい ます」 と トロッタは言 った。(中 略)連 隊付 き医官の言
 葉か らは何か兄弟の よ うな ものが響 いてきた,ド ク トル ・デーマ ン トの心か ら
 は小 さな炎の よ うに,兄 弟 の ような ものが鳴 り響 いた。「私 の祖 父は」 と連 隊
 付 き医官 は言 った。「年を とった,銀 色の髭 を蓄 えた大男 のユ ダヤ人 だ った。」
 カール ・ヨーゼフは銀色 の髭 を蓄 えた年を とった大男を見た。彼 らは孫 だった,
 二人 とも孫だ った。(220)
 では,こ のよ うに カール ・ヨーゼフ と同類項であ るデーマ ン トは カール ・ヨー
ゼ フに,「 こんな軍隊 は辞 めた まえ」(424)と 忠告す る。 では次 に章 を改めて,
デーマ ン トが どの よ うな人物 に描かれ てい るかを見てみるこ とに しよ う。
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           4.ド ク トル ・デ ー マ ン ト
 ドク トル ・デーマ ン トは,彼 の妻 がカール ・ヨーゼ フと浮気 を してい るとい う
噂が流れた ことで,名 誉棄損を名 目に決闘を行い,そ の場 で命 を落 とす ことにな
る。決 闘に よる死は,彼 自身に よれ ぽ,も っとも彼 らし くない ものであ った。
 私は明 日,英 雄の よ うに死ぬだろ う,い わゆ る英雄の ように,私 の流儀に まっ
 た く反 して,私 の祖先や私の一族 の流儀に まった く反 して,私 の祖父 の意志に
 まった く反 して。(234)
 とい うの ももっともな ことで,彼 の出自が ユダヤ人だ ったか らなのだが,彼 に
してみれ ぽ,彼 が連隊付 き医官 として軍 隊に いた こ と自体が,彼 の流儀 に反 した
ものであ った。11)
 デーマ ン トは 自分 とカール ・ヨーゼ フの生 と死 につ いて,自 分たち二人 の間の
共通性を ことさ らに強調 しなが ら次の ように語 る。
 「君は ソル フェリーノの英雄の孫だ。 ソルフ ェ リーノの英雄だ って同 じように
 無意味な死に方をす る ところだ ったんだ。彼 の ように信念を もって命 を捨 てる
 か,私 たち二人 の ように意志薄弱に命 を捨 てるか とい うのでは違 いがあるけれ
 ど。」彼 は黙 って しまった。 「私たち二 人の ようにね」 と彼は しぼ らくして話 し
 始めた。「私たちの祖父たちは私た ちに,た くさんの力は遺 して くれなか った,
 生 きるための力を少 ししか遺 して くれなか った,無 意味 に死ぬのにち ょうど足
 りる くらいの力 しか。 ああ。」(234)
 デーマン トは ここではまだ 自分たち と祖父 たちの生 を 「比較」 し,自 分たち,
と りわけ カール ・ヨーゼ フの生を,祖 父の生 の弱め られた 「繰 り返 し」 として捉
えている。12)だか ら こそ,最 後 の言葉は嘆 きに終わ ることにな るのであ る。 ここ
ではデーマ ン トもまだ祖 父の呪縛か ら脱 す ることができていないのであ る。
 ユダヤ人の居酒屋 の主人 と,皇 帝の命を救 った英雄 を,そ れぞれ祖父に もつ二
人 の生は,そ れぞれ の祖 父の生 に対 して,弱hし い力ないものであ るとデ ーマ ン
トは言 う。事実,そ れ はす でに述べた二つの皇 帝の救 出劇 の問 の落差に も明 らか
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に現れてい る。
 ところが 「君 も孫 なのだ」(237)と 言 った直後,デ ーマン トは突然 うってかわ
って カール ・ヨーゼ フの行 うこ とので きた皇帝 の肖像画の救出を 「ひ どくくだ ら
ない ことだ」(238)と 吐 き捨て,軍 隊を 「愚劣」 と切 り捨てて しま う。 この とき
彼 には 「トロッタ少尉が,ソ ルフ ェ リ―ノの英雄 の孫が,別 の世界の人 間の よう
に,ま った く見知 らぬ人間に思われた」(237)の である。 デーマン トが このよ う
に感 じたのは,か つ ての自分 自身が こだわ っていた,カ ール ・ヨーゼ フがそ のと
きもなお こだわ り続 けていた観念 を,こ の とき振 り解 くことがで きたか らであろ
う。 この よ うな飛翔 の契機を デーマ ン トに与 えるのは,カ ール ・ヨーゼ フの生 き
ることに対 す る不安 である。祖父 に比 した ときの孫の世代の不安におび える姿の
繧小 さを 目の当た りに した とき,そ れ までの彼 自身 の生の繧小 さに牙 を剥 くので
あ る。
 デ ーマン トに関 しても う一つ注 目に値するのが,決 闘の場面 でデーマ ン トが突
然,眼 鏡な しで もは っき りとものが見える ようになった ことであ る。 デーマ ン ト
は強度の近視であ った。それで も 「医学的観点か らは説明のつかない」(241)の
に,突 然に決闘に際 して眼がは っき りと見えるよ うにな るのである。
 「諸 君」 とい う声 が した。 この とき連隊付 き医官 ドク トル ・デーマ ン トは いつ
 もの習慣 で仰 々 しく眼鏡をはず し,注 意深 く大 きな木の切 り株 に置 いた。 とこ
 ろが奇妙な ことに彼 には,自 分 の前方に,道 も指定 の場所 も,自 分 とタ ッテン
 バ ヅハ伯爵の間の距離 も,伯 爵 自身 もは っき りと見 えるのであ った。彼 は待 っ
 た。最後 の瞬間 まで彼は眼の前に霜が立 ちこめ るのを待 った。しか しすべては,
 まるで連隊付 き医官が これ まで決 して近視であった ことなどないかの ように,
 は っき りした ままだった。数 える声が した。「いち。」連隊付 き医官は ピス トル
 を構 えた。彼 は再 び自由と勇気を,そ れ どころか 自負心を,彼 の人生 では じめ
 て 自負を感 じた。(241)
 これは奇跡 で も何 でもな く,デ ーマン トが彼 の眼を曇 らせていた ものを克服 し
たか らに他な らないだろ う。彼 の近視は,自 分 を祖父 の孫 と して過剰 に意識 し,
祖父た ちが 「生 きるための力を少 ししか遺 して くれ なか った」,そ して,自 分た
ちは 「無意味に死ぬ」 とい う考えに取 り愚かれ ていた こと,つ ま り,彼 が 自分 自
身 の眼で 自分の生を見ていなか った とい うことに よるので ある。
               -13一
 デーマ ン トがカール ・ヨーゼ フに遺 したサ ーベルに刻み込んだ言葉,「 元気 で
自由に生 きた まえ(Lebe wohl und frei!)」(254)と い う言葉の意味 はここにある
のだ ろ う。
            5.ホ イ ニ ツキ ー伯 爵
 カール ・ヨーゼフに眼を戻す前 に,カ ール ・ヨーゼ フとソルフ ェリーノの英雄
の関係の も う一つ の ヴァリエ ーシ ョン,ホ イ ニツキ ー伯爵 とその祖父につい て簡
単 に触れて置 こう。
 ホイ ニツキー伯爵 とい う人物 は,皇 帝の ことを フランツ ・ヨーゼフと呼び捨て
に し,フ ランツ ・トRツ タの度肝 を抜 くよ うな人物であ る。彼 は君主 と君主国を
愛 してはい るが,そ れ らに対 して形式的な敬意を表明 しない人物 として描かれて
い る。
 ホイ ニツキー伯爵 の祖父に対す るスタンスは,上 に見たデ ーマ ン トのもの とも,
むろん カール ・ヨーゼ フのものとも,か な り大 き く異 なってい るのは確 かであ
る。13)
 ホイ ニツキーは祖父は錬金 術を試み ていた と言い,自 分 の仕事はその継承だ と
次の ように言 う。
 「私 は仕事を してい ます。 いわ ば楽 しみに仕事 を しているのです。私 の先祖た
 ちの伝統 を継承 してい るだけで して,正 直に申 しまして,私 の祖父が まだ考え
 ていた ようには,い つ もま じめ に考えているわ けではあ りません。 この地方 の
 農民た ちは彼を大 変な魔法使 い と考 えていま して,そ してひ ょっとした ら彼 は
 実際 にそ の一人だ ったのか も知れ ません。私 自身を も彼 らはその一人 と考 えて
 いるのですが,私 は違 います。私は今までの ところまだ塵一つ さえ作 り出す こ
 とに成功 していないのですか ら。」(288)
 確かに ホイニツキ ーは祖父 の行為を 「繰 り返 し」 ていると言 う。 ただ し,そ の
行為へ の取 り組み方 がカール ・ヨーゼ フやデ―マ ン トの場合 とは明 らかに異 な っ
ている。また ホイ ニツキ―はこの二人 と違 って,あ っさ りと祖父 との違い を認め,
自分 と祖父が まった く別個 の存在 であ ることを知 つている。 ホイ ニツキ ーと彼 の
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祖父 との間には,他 の二人の間には見 られ ない,イ ロニーを仲 介 とした距離が存
在す る。 ホイニ ツキ ーは,デ ーマ ン トが足掻いた末に獲得 した自由を,端 か らも
ってい るのである。彼は また こ うも言 う。
 「自分で も厳密には言 えな いのです 」 とホイニ ツキ ーが続けた,「 自分 が本気
 でい るのか,そ うでないのか。確 かに朝 ここに来 ると,と きどき情熱が私の心
 を捉 える ことがあ ります,そ して私は祖父の遺 した処方を読み,そ こに行 って,
 実験 してみて,さ ん ざんに笑 って,立 ち去 るのです。 そ してまた ここにや って
 きては,ま た実験 してみるのです。」(289)
 ホイ ニツキ一が彼の祖父に対 して もつ関係は,彼 が祖父 の営為を笑い飛ばす こ
とがで きる とい うこ とに特徴 づけ られ てい る。ホイ ニツキー と彼の祖父 との間に
は,カ ール ・ヨーゼ フとソル フェ リー ノの英雄 との間にある ような関係は存在 し
ていない と言 うことがで きるだろ う。確かに,ホ イニツキ ーが彼 自身の言 う 「ニ
トログ リセ リンと電気」(291)の 時代 に錬金術の実験 を繰 り返す ことは時代錯誤
も甚だ しい。それはホイ ニツキー も祖父の行為を引き継 ぎ,繰 り返 さず にはいら
れ ない孫 であることを示 している。 しか しその一方 で彼が この実験を繰 り返 し行
うのは,む しろ,そ の実験 をまだ 自分が笑い飛ぽせ るのだ とい うことを確認す る
ためであるか のよ うであ る。
 彼がそれ を笑い飛ぽす ことが で きる とい うことが示 して いるのは,祖 父(ホ イ
ニツキーに即 して祖父の象徴 を読 み解けぽ歴史 ・伝統)と の関係の中で 自分 自身
の立つ位置 を自分 と祖父 との関係 の外か らは っき りと定め ることがで き,ま た,
自分 自身を 中心に据 えて祖父 の行為を相対化 する事が できてい ることに よってい
る。す なわ ち錬 金術の実験 とい う 「繰 り返 し」,自 分 自身 もそ の中 に含 まれ てい
る祖父か ら引 き継がれて きた ものへ のホイ ニツキーの洪笑は,決 して彼 の祖父に
一義的 に向け られているのではな く,祖 父に向け られ ているのと同 じ く,祖 父の
行為を繰 り返す 自分 自身 にも向け られ てい るのである。
 つ ま り,ホ イ ニツキ ―に とっての祖父は孫 に よって理想的 な嫁を投影 され てい
ない祖父であ り,カ ール ・ヨーゼ フの場合 しぼ しぼそ うであ るよ うな祖 父以上の
存在ではない。そ して彼 が行 う祖父 の行為の 「繰 り返 し」は,カ ール ・ヨーゼフ
が行 うよ うな祖父への盲 目的 な回帰 ではな く,そ の反対 に祖 父を相対化す るため,
自分の立つ地平 を再確認す るため に行われるものなのであ る。
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           6.カ ール ・ヨー ゼ フ の世 界
 では,も う一度 カール ・ヨーゼ フに 目線を戻 してみ よ う。
 カール ・ヨーゼフはデーマ ン トの遺 した忠告に もかかわ らず軍隊に残 る。彼が
「祖父の暗 い神秘的 な眼差 し」か ら解放 され るY`は,デ ーマ ン トが道を示すだけ
では足 りなか った。 しか しそれで も,デ ーマ ン トの死はカール ・ヨーゼ フに,か
つては絶対 的な尺度を もっていた祖父 の像の相対 的減価 を呼び起 こした ことは確
かであろ う。
 そ うしてその一方で カール ・ヨーゼフの生の高揚 とで も言 うべ きものが語 られ
る。それ は フォン ・タウスィヒ夫人 との恋愛 に よっては じめて起 こるのであ る。
かつて彼 が経験 した恋愛は,ス ラ―マ夫人 との情事 も,そ して,デ ーマ ン ト夫人
との場合 も,カ ール ・ヨーゼ フには共 に死 しか もた らさなか ったが,フ ォン ・タ
ウス ィヒ夫人 との恋愛は刹那 的な生 の輝 きを もた らすのである。
 彼は この瞬間 自分が どんなふ うに した ら力強 くなれるかを知 った。彼は 自分の
 平凡 な運命に腹が立 った。彼 は光輝に満ちた運 命を欲 した。 も し役人にな って
 いた としたら,彼 が きっともっているに違 いない精 神的な長所 のい くつかを有
 効に使 って,出 世 をす るチ ャンスが あったか も知れ ない。平和な ときの将校 と
 はなんだろ うか。 ソル フェ リー ノの英雄で さえ も,戦 争 で彼が した ことで何を
 得た とい うのだろ うか。(324f)
 カール ・ヨーゼフはフ ォン ・タウス ィヒ夫人 とはホイニツキ ーの紹介で出会 う
のだが,こ の ことは,先 に述べた よ うなホイ ニツキ ー伯爵 とい う人物の造 形を カー
ル ・ヨーゼ フの人物 造形 との対比 の中で見る と極 めて暗示的 である。
 カール ・ヨーゼ フは フ ォン ・タ ウス ィヒ夫人 との恋愛 の中で,ひ とときのあい
だ生気 を蘇 らせ,祖 父をは じめ とす る死者の世界,過 去 の世界か ら離れて,現 在
の生の領域へ と足を踏み入れ る ことがで きたのである。だか らこそ,タ ウス ィヒ
夫人 とカール ・ヨーゼフが ウィー ンで行動 を共 に している とき,そ れ までほ とん
ど常 に と言 っていいほ ど,イ ロニ―とさまざま老衰 と没落 の象徴を帯びて描 き出
されて きた君主国が,光 と輝 きと色彩,そ して,ざ わめ く街 の人hの 立て る騒音
に満 ちた情景 の中に描かれるのである。
                 16一
 この恋愛によって,カ ―ル ・ヨーゼフが自己と比較する基準 としての祖父の絶
対的な価値は大きく揺 らぎ出しているのは明かである。
 祖父のソルフェリーノの英雄は財産を遺 していったのだろ うか。それをいつか
 父から相続することがあるのだろうか。今までにそんな考えに馴染んだことは
 一度 もなかったのに。(中略)そ して見たまえ,ヨ ーゼ フー世に従属せず,独
 自の軍隊をもち,大 小の守備隊に何千とい う少尉のいる異国があるのだ。これ
 らの外国では ソルフェリーノの英雄などと言 う名前は何の意味もないのだ。そ
 こにも君主とい うものが存在する。そ うしてこれらの君主たちにも彼らの命の
 恩人 とい うものがいるのだ。こうした考えに耽るのはひどく心を混乱させられ
 ることだった。それは君主国の一少尉にとっては,わ れわれにとって地球が何
 百万 とい う天体の一つにすぎず,銀 河にはさらに数え切れないほどの太陽があ
 り,そ れらの太陽がそれぞれ惑星をもち,人 間などというものは従ってつまら









 フォン ・タウスィヒ夫人との恋愛によってなるほど確かに一面的には,カ ―ル
・ヨーゼフは彼を縛 り付けていたものから解放 されたといえるかもしれない。 し
かし,そ れは一時的なものであって,完 全な解放 とは言えないだろう。というの
もこの恋愛もそれ以前にカ―ル ・ヨーゼフが体験 した二つの恋愛,す なわちス
ラーマ夫人そしてデーマント夫人 との恋愛同様に不倫関係であ り,ま たこの場合
はさらに,フ ォン ・タウスィヒ夫人は忍び寄る老いを気にする中年女性として描
かれていることも加わ り,そ れはかつてスラーマ夫人が出産の床で死を得たこと
が象徴的に示しているように,新 しい世代を生み出し,未 来へ と続 く性質のもの
ではな く,彼 女 との関係はあ くまでもカ―ル ・ヨ―ゼフの軍隊での日常の小休止
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にす ぎないか らであ る。 また カール ・ヨーゼ フは この恋愛 の後 もまだ軍隊に とど
ま り,次 の ように問 うのである。そ して皮 肉な こ とにこの 自問の直後 に図 らず も,
祖 父の行為 の 「繰 り返 し」,出 来損 ないの 「繰 り返 し」 とも言 える肩 の負傷 を負
うとい う事件が配置 され ているのであ る。
 自分 が この場にふ さわ しい人問ではないのだ とい う確信 が彼を襲 った。それで
 はい ったいどこに属 しているとい うのだろ う,と 彼 は小 隊が次の命令を待つ間
 に 自問 した。それではぼ くはどこに属 してい るのだ。 あの居酒屋に座 っていた
 連 中にではない。 ひ ょっとす る とジポー リェにだろ うか。父祖の また父祖たち
 にだろ うか。鋤がぼ くの手 にはふ さわ しいので,サ ーベルはふ さわ し くないの
 だろ うか。(335)
 カール ・ヨ―ゼ フは,か つ て祖父が 自らの 肖像 画を見 なが ら自分の本来の顔に
ついて思 いを巡 らしたの と同 じよ うに,こ の とき本来 の 自分 の姿に思いを巡 らし
ているのであ る。 カ ―ル ・ヨーゼ フは本来の 自分 の姿 として明らかに祖 父の姿に
救いを求めてい る。彼 の求め るものは ここで も トロ ッター族 の連鎖の中で延 々と
連な ってきた農夫 と,今 現在彼がそ うであ り,自 分 自身 のあ り方に疑問を抱かせ
ている軍人 とい う二 つの存在 のあ り方をその一 身の内に統合 してい る人物の姿,
つ ま り,祖 父の姿である。 あ くまで もカール ・ヨーゼ フが ここで想起 してい る祖
父は,そ の体の中に祖先 につ なが る農夫の血 を もちなが ら,軍 人 として皇帝の命
を救 い,英 雄にな った人物 であ り,そ れは幼年 時代か らカール ・ヨ―ゼ フがなれ
親 しんできた彼 の幻想の中の祖父である。14)こ こでそ の祖父を想い,今 現在の 自
分を比べ るカール ・ヨーゼ フは,フ ォン ・タ ウス ィヒ夫人 と王都で過 ご した 日h
の輝 きを完全に失い,再 び,祖 父 との 「比較 」の中で重圧 に喘 いでい る。
 カール ・ヨ―ゼ フが フォン ・タ ウス ィヒ夫 人 との恋愛 に よっても祖父 との 「比
較」,祖 父 の行為 の 「繰 り返 し」 とい う呪縛 か ら,決 して完全 には逃れ ていない
ことは明 らかであ る。「彼 の全人生は失敗だ った のだ」(378f)と い う考 えが彼 を
圧倒 して しま うのは,彼 が優柔不断に軍隊に とどま り続 けているか らであ り,彼
が英雄 とな った祖父 と同 じ軍人 とい う道を歩 き続けているか らであ る。 デ―マン
トの忠告を思い出 して,彼 がついに軍隊を去 る決意を固めるのはよ うや く,皇 太
子暗殺 の報せを聞いた ときであった。 カ―ル ・ヨ―ゼ フは皇太子の死を軍人 とし
て守 るべ き祖国の崩壊,世 界 の没落 と解 してい る。それ ゆえ,彼 の軍隊を辞め よ
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うとい う決意は,論 理的に正 当な決意 になると言え る。 とい うの も世界 の崩壊 と
言 うのは,ソ ルフ ェリーノの英雄 が救 ったその世界が崩壊 した とい うことであ り,
ヵ一ル ・ヨーゼ フが軍隊にいて守 ろ うとす る対象が消滅 した とい うこ となのであ
る。
 老 ジャ ックは死んで しまった。 ソル フェリーノの英雄 は死 んで しまった。連隊
 付 き医官 ドク トル ・デーマ ン トは死 んで しまった。「こんな軍隊はや めたまえ」
 と彼は言 った。ぼ くは こんな軍 隊はやめ よ う,と 少尉 は考 えた。 お じい様 も軍
 隊を去 ったのだ った。(424)
 そ う決意 した とき,彼 は突然 また首筋に祖父の視線 を感 じる。視線を感 じるだ
け でな く,ソ ル フェ リーノの英雄 その人 と合一 し,上 官y「 黙れ」 と命令す るの
であ る。15)この とき彼 が同一化 す るのは,肖 像画 に描かれ,彼 の幻想 を育んでき
た祖父であ る。 しか しその祖父 は果 た して軍隊における英雄 としての祖 父であつ
たのだ ろ うか。 とい うの もこの ときす でに彼は軍 隊を辞め る決意を固めているか
らであ る。 この とき彼 が同一化す る祖父,そ れは名 もないのス ロヴェニアの農夫
の系列 に連 なる,一 介の少尉 にす ぎなかった貴族に列せ られ る以前の祖 父であろ
う。
 「まだ故人の悪 口を言 う者がいた ら」,と カール ・ヨーゼ フは続けた,「 そ いつ
 を俺 が撃 ち殺 してや る。」彼 はポ ケ ットに手をつ っこんだ。酔 っぼ ら っていた
 ベ ンキ ィエが何かぶつぶつ言い始めたので,ト ロッタは 「黙れ」 と叫んだが,
 その声は借 り物か と彼 には思われ るほ どの大音声 であ り,ひ ょっとした らそれ
 は ソル フ ェリーノの英雄の声だ ったのか もしれ ない。彼 は祖父 と一体 にな った
 のを感 じた。おれ 自身が ソル フ ェリーノの英雄 なのだ。父 の喫煙室の装飾天井
 の下にぼ んや りとかす んで見xる のは,お れ 自身 の肖像画だ。(424f)
彼は辺境 の駐屯地のハ ンガ リー系 将校 たちの罵倒か ら,ハ ―プス ブル ク君主 国
の世界の名誉を守 るため に,か つ て祖父が行 ったの と同 じ軍隊 内の階級上許 され
ない行為を行 うことになる。そ こにおいて上述 の ように祖父 との合一 がみ られ る
のは確 かであ る。 しか しここで重要 なのはやは り,彼 の行 った行為が君 主国の今
後の存 続に関わ るものではな く,あ くまで も,君 主 国の遺骸の名誉に関わる もの
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であ った とい う点で ある。つ ま り,彼 の行為は祖父 の行為 と決 して等価 の もので
はな く,結 局,こ こで起 こる孫 と祖父 の合一は,カ ール ・ヨーゼフの内面 で起 こ
った飛躍 の現れ で しかな く,そ れはむ しろ欺隔的 とさえ言え るものである。
 カール ・ヨーゼフは皇太子の死に よって,ホ イ ニツキ―が予言 した帝国の崩壊,
世界の没落 が現実の もの とな った と感 じた。 カール ・ヨーゼ フに とって,か つて
彼の祖 父がその崩壊か ら救 った世 界が崩壊 した のであ る。カール ・ヨーゼフが,
祖父の視線 とい う形 で,軍 人 として守 るこ とを,そ して英雄 の孫 として彼が生 き
ることを強要 されて きた世界が崩壊 したのであ る。
 その ことによって カール ・ヨーゼ フを常に圧迫 していた,英 雄 として の祖父に
対す る劣等感は,も はや彼に とって意味を持たな くな る。彼 が乗 り越え よ うとも
が き苦 しんでいた英雄である祖父 との 「比較 」 も英雄 である祖父の行為の 「繰 り
返 し」 も,彼 に よって乗 り越 え られた のではな く,君 主国の時代の終わ りととも
に,そ の求心点を失 い,雲 散 霧消 して しま うことになるのである。
 しか し物語の基本的モチ ーフとしてのカール ・ヨーゼ フとソルフェ リーノの英
雄 の間にあるr比 較 」 と 「繰 り返 し」 の関係の描 写は決 してこれで尽 きた訳では
な く,な お最後に カール ・ヨーゼ フの死の場 面において語 り手 は,カ ―ル ・ヨー
ゼ フの体験を介す ることな く,見 かけ上客観 的にその死 を評価 しなが ら次の よ う
に語 るのである。
 ソル フェリーノの英雄 の孫 の最後は こんなに もあ っけな く,オ ース トリア ・ハ
 ンガ リー二重帝国の小学校 お よび高等小学校 の読本に扱 うにはふ さわ し くない
 ものであ った。 トロッタ少尉 は武器を もって死んだのではな く,手 に二つのバ
 ケツをもって死んだのである。(445)
 語 り手はあえて ソル フェ リーノの英雄 と孫 の死を対比 させ,イ ローニ ッシュな
表現を用 いてい る。語 り手 はカール ・ヨーゼフの死が祖父 の行為の出来 そ こない
の 「繰 り返 し」であ るかの ように語 るのである。
 確かに この死の場面では,祖 父 の英雄的行為 との対照が はっき りと浮 かび上 が
って くる。が,し か しこの相応 には,カ ール ・ヨーゼフがかつて ソル フェ リーノ
の英雄 の孫 である軍人 として軍隊に勤務 していた頃 にあ った,そ して カール ・
ヨーゼフを窒息 させ るかの よ うな祖父 との対 比 とは明らか に異な る要素 が新 たに
混 ざってい ることに気 がつ く。それは華やか なrラ デ ツキ ー行進 曲』 の響 きであ
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る。彼 の死は戦場を飛び交 う銃弾 に よって奏 でられ る行進 曲に よって彩 られてい
るので ある。そ してそれはむ しろ カール ・ヨ―ゼ フに とって もっとも望 ま しい死
であった。(160)彼 の死は決 して祖 父の英雄的行為の出来 そ こないの繰 り返 しな
どでは な く,そ れ どころかある意 味ではかつ て幼年学校 に通 っていた頃 に彼の脳
裏 にあった輝か しい死の実現 であ った。16)
 それ にもかかわ らずなぜ語 り手 は この ようなイR一 ニ ッシュな語 り方 をす るの
だ ろ うか。
 ここで提示 されてい る 「武器 」 と 「バケ ツ」 とい う小道 具の相違 に特徴づけ ら
れ る対照 は,ソ ル フ ェリーノの英雄 とカール ・ヨーゼ フとのあいだにある違いを
そ のまま反映 してい る。祖 父の英雄 は世 界の支柱 と しての皇帝を,一 方,カ ール
・ヨーゼ フは部 下 の実 は農夫 た ちであ る兵 を救 うため に命 を賭 した のだ ととれ
る。 カール ・ヨ―ゼ フが戦 った第一 次世 界大戦 とい う戦争 は 「孫の世代 の戦争」
(438)で あ った。 また,カ ール ・ヨーゼ フの死 は農夫 たちのキ リス トをたたえ
る言葉 を ともなって描かれる。 それは ヨーゼフ ・トロッタが皇帝か ら激励 の言葉
を受け たの と,格 好 の対照をな してい る。 このことは これ らの対照Y`語 り手が二
人 の人物 と二つ の時代の対照を仮託 しているこ とを示 してい るよ うに見 える。
 カール ・ヨーゼフの死は,貴 族 としてではな く,農 夫 として暮 らしていた カー
ル ・ヨーゼ フが,戦 争の勃発 と同時に軍 隊に戻 り,ま もな く戦死する とい うこと
か ら,貴 族 としての トロッタ家の一 員の死 として捉え るべ きではないだ ろ う。 と
い うの も,す でにカール ・ヨ―ゼ フに とって祖父が命を賭けた君主 国はす でに瓦
解 し,失 われ ていたか らであ る。その反面,カ ール ・ヨーゼ フの死は,ソ ルフ ェ
リ― ノの英雄 の皇帝 の命を救 うための行動 と対応 した,皇 帝 とい う支柱 を失 った
後 の世界,本 来 は農夫であ る兵 卒たちを中心 に迎 えた世界への殉死 として安直に
捉 える ことは非常 にたやす い。17)が,し か しそれには釈然 としない ものがつ きま
とうの も事実 である。
 カール ・ヨ―ゼフにとって この農夫の世界 とは,近 代に なってなお中世的 な構
造 を保 ち続 けた ハー プス ブル ク君 主 国の世界 の根底に あ った世界そ の ものであ
り,決 して君主 国崩壊後の新 しい時代を象徴す るものでは な く,む しろそれ は旧
世 界その ものであった とい うべ きだろ う。また,そ もそ も君主国の崩壊 を認識 し
た後 に まるで時 の流れに逆行す るかの よ うに父祖 の息づいて きた大地 に回帰 しよ
うとした カール ・ヨーゼ フに とって,君 主国後 の世界 ・時代が何 らかの意味を持
っていたのか と言 うこと自体が,疑 問視 され るべ きであ る。
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 カール ・ヨーゼフは軍隊を辞め,宣 戦が布告 され る直前 まで 「軍 隊における歳
月 も,ま るで今 まで いつ も手に杖 を持 って畑や 国道を歩 き,腰 にサーベルを吊る
した ことな ど一度 もなか ったかの ように消 え失せていた。祖 父の ソル フェ リー ノ
の英雄 の ように,ま た ラクセ ンブル クの城 内公 園の廃兵 であ った曾祖父の ように,
そ して またおそ ら くジポー リェの百姓 であ った,名 もない,会 ったこ ともない祖
先の よ うに彼は暮 ら していた。」(435)彼 に とって毎 日歩 いて渡 る鉄 道 の線路が
通 じているはずの広い世界は,も はや存在 していないのである。
 祖父 ヨーゼフ ・トFッ タは決 して国家元首 と して の皇帝の命 を救 うとい う意 図
の もとに動 いた のではな く,単 に皇帝が象徴 してい る彼 自身の世界 を守 るた めに
動 いた のだが,カ ール ・ヨーゼ フが命 を投げ出 したその行動 は,あ るいは祖父 の
その行動 の動機以上 に,政 治的な意味合いが薄い ものである ことに注意 しなけれ
ぽならない。彼は農 夫たちの中に 自己を同一 化 し,農 夫たちのため に水 を手 に入
れ るようとして死ぬ のであ る。そ して名 もない敬慶 な農夫たちが,か つ て ヨーゼ
フ ・トロッタに とって皇帝が意味 していた ものを,カ ―ル ・ヨーゼフに とって意
味 していた のであ る。後に ソル フェ リーノの英雄になる ヨーゼフ ・トRヅ タに と
って,皇 帝 の死は 「彼 自身を,連 隊を,軍 隊を,国 家を,全 世界を破滅 させ る,
考 え られ ないよ うな,途 方 もない破局」(140)を 意味 していた ので ある。そ して
皇 帝に よって支え られていた世界 の崩壊後を生 きるカール ・ヨーゼフに とって,
農夫た ちは彼が求めていた世界 の内実を保持 してい るものだった のであ る。
 カ―ル ・ヨーゼ フは,結 果 的に英雄 とな った祖 父が救 お うとした もの と本質的
に同質 なもののために,つ ま り,自 分の世界,か つてカール ・ヨーゼ フが憧れ望
んだ世界 のために死 んだ のである。彼が憧れ望んだ世 界 とは,祖 父がそ の英雄的
な行為 に よって君主国の国家機構 の中に取 り込 まれて しま う前 に所属 していた世
界 であ り,そ れに対 す るカール ・ヨ―ゼフの憧れは非政治的 な,自 分 自身の存在
・自我を安定 した確 かな ものに したい とい う欲 求に由来す るものにほかな らない
のである。そ してそれは実は,軍 隊を辞め る決意 の直後 にカール ・ヨーゼ フに祖
父 との合一を可能な らしめた もの,皇 帝の命 を救 うことになった行為を祖父 ヨ―
ゼ フ ・トロッタに行 わせた動機 の内面性 と軌 を一 にする ものである。
 さて,こ の ように読 んだ とき,こ のカール ・ヨーゼ フの死 の場面におけ るイR一
ニッシ ュな表現 にわ れわれ は,国 家に よって創 り出 され る英雄的行為や,完 全に
は決 して実現 しない祖父の生 の 「繰 り返 し」 をギ リシア神話 のシ―シsボ ス のよ
うに 「繰 り返 し」続 けて きたカール ・ヨーゼ フの生に対す る皮 肉だけではな く,
               -22一
語 り手 の,す なわち,カ ール ・ヨーゼ フと共時的に この物語 に描かれてい る時代
を体験 した ヨーゼ フ ・ロー トの,歴 史の不条理,個 人の生 を否応 な く巻 き込み,
踏み しだ いてい く歴史の無情 な流れ に対す るや りきれない気持 ちを汲み取 るべ き
なのではないだ ろ うか。
         結 び に か え て ― 繰 り返 し と全 体 ―
 この物語全体 はすでに見てきた ようにさまざまなヴ ァリエ ーシ ョンに転 じる相
似 や近似 といった照応関係や繰 り返 しに満 ちてい る。それは主 筋である トロッタ
家 の祖父 と孫 の関係に繰 り広 げ られ,さ らにそ の周辺に木霊を呼び起 こす。
 また今 まで見 てきたの とは異 なる繰 り返 し,規 則的な繰 り返 しのモチーフを見
ることがで きる。それは第十章 に詳細 に語 られてい るフランツ ・トロッタの 日々
の運び にも っともよ く現れている。 フランツ ・トロ ッタの生活 に現れ ているのは
十年一 日の ごとき旧オース トリア君主 国,中 世か ら生 きなが らえて きた帝 国に染
み着 いた リズ ムである。 この リズムが狂 うとき,18)フ ランツ ・トロッタの世界は
瓦解 し,君 主 国の世界は没落 してい くのである。そ して フランツ ・トロッタ 自身
もまた死へ と向か って行 くのである。
 ハー プス ブル ク君主国の心音 である繰 り返 しと終始変わ らぬ リズ ム,こ の二つ
を象徴す るのが 『ラデツキー行進 曲』なのである。
 日曜 日ごとにネ ヒヴ ァル氏の軍楽隊は ラデ ツキー行進 曲を演奏す るのだ。週に
 一度,日 曜 日には,オ ース トリアが健在なのである。 白髭のぴかぴか と光 る水
 っ漢 を鼻 の下 に垂 ら した健忘症の老人である皇帝 と,老 フ ォン ・トロッタ氏が
 オ ―ス トリアなのだ。(424)
 この物語 の タイ トル となってい る 『ラデ ツキー行進 曲』 とい う音楽は,行 進 曲
とい う性格上,無 限に繰 り返 され うる構造 となってい る。また視 点を逆転すれば,
行進が続いてい るあいだは少な くとも,行 進 曲は同 じ楽想 の繰 り返 しに よって構
成 され続け る。 つま り行進曲全体は無数に連 なる似た形を した モチ ーフの連続 に
よって構成 されている。
 この ハ ープスブル ク君主国を 象徴す る行進 曲の タイ トルを題名 に とった物語
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は,本 稿 で 数 え 上 げ た 登 場 人 物 た ち の 生 に 見 ら れ る い くつ も の 比 較 や 対 比 と い っ
た 照 応 関 係 や 繰 り返 しの 連 鎖 を 行 進 曲 の モ チ ー フ に 見 立 て る こ と に よ っ て,君 主
国 の 最 後 の 数 年 間 の 時 代 の 歩 み を そ の 作 品 構 造 自 体 か ら描 き 出 し て い る と,考 え
る こ と も で き る だ ろ う。
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